




要約:北海道における未熟児・新生児の退院後のフォローアップの現況およびその問題点

を調査した。フォローアップ外来で重要な点に身体発達異常の早期発見・早期訓練ならび

に痙攣発作の管理などがあげられた。身体発達の異常を認めた場合に、訓練可能な施設へ

の紹介数は道内を 4っの地区に分けた場合、訓練可能・母児入院可能な施設を有している

道央地区が、他の 3地区に比べて有為に多かった。また、外来フォローでの痙攣発作は、

入院した児の 0.7～1.O%にみられることから、痙攣のコントロールならびに親への療育指

導の重要性がうかがわれた。また、フォローアップ外来でのいくつかの問題点が明らかに

された。


